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港区総合交通計画の概要 

（１）計画の目的・位置付け 
区はこれまで、平成２９（２０１７）年９月に策定した「港区総合交通戦略」やま

ちづくりに関する各個別計画に基づき、歩行者施策、自転車施策、公共交通施策、自

動車施策、交通安全対策等の交通施策を推進してきました。一方で、新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響により、テレワークや時差通勤といった新たな生活様式の定着等、

交通に関する環境が変化しています。 

このような状況下において令和２（２０２２）年１１月に「地域公共交通の活性化

及び再生に関する法律」が改正され、各自治体において「地域公共交通計画」の作成

に努めなくてはならなくなりました。そのため、「港区総合交通戦略」の理念を引き継

ぎ、「港区総合交通戦略」と「地域公共交通計画」とを一つにした交通分野での総合計

画として、新たに計画期間を設定した「港区総合交通計画」として策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画の区域・期間 
本計画の区域は港区内全域とします。 

計画期間は、令和５（２０２３）年度から令和１４（２０３２）年度までの１０年

間とします。 

なお、施策の実施状況や目標値の達成状況を検証・評価し、社会情勢の変化を踏ま

え、計画の中間年である令和９（２０２７）年度に見直しを行います。 
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港区の目指すべき将来像と基本方針 

計画策定の背景、７つの交通課題を踏まえて、交通体系づくりの基本的な考え方と

して交通体系の望ましい姿を３つの「将来像」として掲げます。これを踏まえて「快

適な交通ネットワークの形成」を基本理念とし、３つの「目標像」と、目標像を実現

するための３つの「基本方針」を掲げ、交通施策を総合的に推進していきます。 

交通に関する課題 

 

 

港区の交通の目指すべき将来像 

①交通結節点の機能充実 

②きめ細かい多様なサービスの選択 

③新技術の進展と脱炭素の取組 

 

港区の交通に関する基本理念 

快適な交通ネットワークの形成 

地区内の交通資源を最大限活用し、 

新たなモビリティにも対応した 

誰もが安全・快適で使いやすく、 

環境負荷の少ない快適な交通ネットワークを形成します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通に関する 

新技術の活用 

交通安全の意識の 

浸透のための対応 

２ 

方針（１） 

移動者が“多様な選択”を 

するための交通環境づくり 

方針（２） 

交通結節点（乗換）の 

利便性・快適性の向上 

方針（３） 

新技術の進展やコロナ禍を契機とした

環境に配慮した新たな取組の推進 

目標像Ⅰ 

都市の骨格となる 

交通ネットワークの形成 

目標像Ⅱ 

地域交通の利便性向上 

（現実空間と仮想空間の形成） 

目標像Ⅲ 
社会情勢の変化・脱炭素社会に対応 

した持続可能な交通システムの構築 

目 標 像 総合交通計画の基本方針 

多様な交通機関 

の連携強化 

交通環境の 

整備と維持・改善 

ＤＸへの対応 

環境に関する 

意識への対応 

新型コロナウイルス 

感染拡大による 

移動の変化への対応 
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目標像Ⅰ 都市の骨格となる交通ネットワークの形成 

都市の骨格を形成する拠点や軸

において、都市開発の進展にあわ

せた開発事業者や地域企業、交通

事業者の活動を活かし、区と連携

し、公共交通を主軸として多様な

交通手段が相互に連携した総合交

通体系の構築を目指します。 

多様な主体の参画のもと、あら

ゆる交通資源を総動員し、階層性・

役割を位置づけ、様々なニーズに

きめ細かく対応できる持続可能な

地域交通サービスを実現します。 

 

 

 

 

目標像Ⅱ 地域交通の利便性向上（現実空間と仮想空間の形成） 

“現実空間の地域交通ネットワーク”と“仮想空間の地域交通ネットワーク”の双

方で、移動者のニーズに合った移動手段・経路が選択できる地域交通ネットワーク・

サービスを構築することを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標像Ⅲ 社会情勢の変化・脱炭素社会に対応した持続可能な交通システムの構築 

ライフスタイルの変化に対応し、自動運転技術等の新技術導入による活発な移動の

促進、データを活用した交通施策の推進、脱炭素社会の実現等、交通分野における 

最先端技術の活用について、世界に先駆けた存在になるよう取り組みます。 

 

公共交通・道路・ 

快適な歩行環境の連携 
ＭａａＳの活用等による 

交通機関・経路等の情報提供 

※現実空間（フィジカル空間）：まちづくりや道路等の交通インフラ、交通結節点等が整備
された物理的空間のこと、実際にヒトが存在する現実の空間。 

※仮想空間（サイバー空間）：データ化されたまちの情報をコンピュータやスマートフォン
を通じて利用できるインターネット空間のこと。 
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方針（１）移動者が“多様な選択”をするための交通環境づくり 
高齢者や障害者等をはじめ、誰もが利用しやすい交通環境の形成を目指し、道路や

鉄道、路線バス、それを補完する港区コミュニティバス（ちぃばす）等を充実すると

ともに交通結節点の機能が向上し、大量輸送と個人のニーズにあったサービスとを両

立させます。徒歩や自転車、あるいは超小型モビリティ等の短距離交通システムを充

実させていくために、区は関係機関への働きかけや調整を行っていきます。 

 

重点事業 

公共交通ネットワーク施策 施策① 新駅整備にあわせた交通機能の充実 

施策④ 交通ルール・マナーの周知 

地域公共交通施策 施策⑤ （ちぃばす）運行改善（ルート・ダイヤの見直し） 

施策⑥ （お台場レインボーバス）自主運行を目指した運行継続

自転車施策 施策⑨ 自転車等駐車場（民設民営を含む）の整備 

自動車施策 施策⑩ 駐車場の集約 

新規事業 

公共交通ネットワーク施策 施策③ 超小型モビリティ等の短距離交通システムの充実 

地域公共交通施策 施策⑤⑥ 未就学児運賃の無料化 

施策⑤⑥ 利用者サービスの充実（チケットのデジタル化等） 

施策⑦ 民間事業者と連携した区内全駅サイクルポートの設置 

自転車施策 施策⑧ 子育て送迎ルートの整備 
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方針（２）交通結節点（乗換）の利便性・快適性の向上 
地域交通ネットワークにおいては、交通機関をつなぐ交通結節点の利便性向上を区

の役割と考え、推進していきます。あわせて、国際生活都市にふさわしい交通結節点

における分かりやすい乗換の情報提供に向けて、交通機関間の乗換経路や所要時間、

高齢者や障害者等に配慮したバリアフリー化された経路についての駅等の案内表示

の改善や整備、案内・情報の多言語化、現実空間と仮想空間の適切な役割分担による

連携について検討します。 

 

重点事業 

交通結節点施策 施策⑫ 乗換案内表示の改善 

施策⑬ 港区バリアフリー基本構想の公共交通特定事業の推進 

施策⑭ 駅前広場整備 

新規事業 

交通結節点施策 施策⑤ スマートバス停の導入 

 施策⑫ ＩＴを活用した交通結節点の情報提供の拡充 

 施策⑬ バリアフリー化に関する情報の発信 

 
 

方針（３）新技術の進展やコロナ禍を契機とした環境に配慮した新たな取組の推進 
新しい生活様式と環境への配慮を踏まえ、交通における新技術の活用を推進します。 

また、ＭａａＳについては、短中期的には移動者のニーズに合った移動手段・経路

が選択できる地域交通ネットワーク・サービスの提供、長期的にはカーボンニュート

ラル等の都市政策・交通政策の実現のために活用することを目指します。 

 

重点事業 

新技術・環境施策 施策⑯ 交通不便地域における移動手段の導入促進 

施策⑰ ＥＶバスの導入促進 

施策⑰ ＦＣバス（燃料電池バス）の導入検討 

新規事業 

新技術・環境施策 施策⑮ データの収集・共有・蓄積・交通サービスへの活用 

施策⑮ 区の事業とＭａａＳの連携 
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港区総合交通計画の施策 

（１）公共交通ネットワーク施策 

施策① 鉄道等の広域交通需要への対応 

新たな広域交通の整備にあわせて、様々な交通との連携を強化して、乗換や乗継の

交通利便性の向上を図ります。 

 事業 ●新駅整備にあわせた交通機能の充実 

   ●東京ＢＲＴ本格運行に向けた連携 

施策② 水上交通の充実 

水辺空間の整備にあわせて、水上交通と陸上交通との連携、水辺の魅力を体感でき

るイベント等を実施します。 

事業 ●船着場へのアクセス性向上  ●舟運ツアー等のイベント実施 

施策③ 開発等のまちづくりと連動した短距離交通システムの充実 

「駐車場地域ルール」の運営組織や開発事業者、交通事業者、区等が連携して、地

域内の移動手段や空間形成の充実を図ります。 

事業 ●超小型モビリティ等の短距離交通システムの充実 

   ●公共交通機関の利用促進に資する施設整備の推進 

施策④ 交通安全の推進 

自転車利用者や電動キックボード利用者に対する指導取締り、サービスを提供する

事業者や販売店に対して交通ルールや利用上のマナーを周知します。 

事業 ●交通ルール・マナーの周知 

   ●自転車・電動キックボードの指導・取締りの実施 

（２）地域公共交通施策 

施策⑤ 港区コミュニティバス（ちぃばす）の改善 

利用者サービスの向上や利用者増につながる取組を実施しながら、運行改善に向け

た取組を実施します。 

事業 ●運行改善（ルート・ダイヤの見直し） 

   ●利用者サービスの充実（チケットのデジタル化等） 

   ●バス待ち環境の充実（上屋やベンチの設置等） 

   ●持続可能な運行体系の構築（料金体系の見直しの検討） 

   ●未就学児運賃の無料化 

   ●スマートバス停の導入   ●ＥＶバスの導入促進 

３ 
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施策⑥ 台場シャトルバス（お台場レインボーバス）の安定した運行 

令和７（2025）年度以降の自主運行を目指した運行継続のための支援を継続し、地

域や企業との連携、デジタルチケットやＦＣバス（燃料電池バス）導入を促進します。 

事業 ●自主運行を目指した運行継続 

   ●収入確保策の推進、区民・企業との連携強化 

   ●利用者サービスの充実（チケットのデジタル化等） 

   ●未就学児運賃の無料化   ●ＦＣバス（燃料電池バス）の導入検討 

施策⑦ 自転車シェアリングの推進 

鉄道駅や観光施設、民間ビル等と連携し、積極的なサイクルポート設置を進め、他

区への相互乗り入れや他の交通機関、地域等との連携を推進します。 

事業 ●サイクルポートの設置 

   ●民間事業者と連携した区内全駅サイクルポートの設置 

   ●広域連携・強化      ●利用促進と利便性向上 

（３）自転車施策 

施策⑧ 自転車交通環境の整備 

路線ごとに適切な形式での自転車通行空間を選定し、自転車ネットワークの整備を

継続するとともに、利用者へのルール・マナーの周知を徹底します。 

事業 ●自転車ネットワーク・自転車通行空間の整備 

   ●子育て送迎ルートの整備  ●利用者へのルールやマナーの周知 

施策⑨ 放置自転車対策の推進 

自転車等駐車場の整備にあわせて放置禁止区域を拡大します。 

事業 ●自転車等駐車場（民設民営を含む）の整備 

   ●放置禁止区域の拡大 

（４）自動車施策 

施策⑩ 自動車交通環境の整備 

都市計画道路整備の計画的な推進や、「駐車場地域ルール」に基づく駐車施設の集

約化と共同荷捌き施設の整備、カーシェアリングの普及等を促進します。 

事業 ●都市計画道路の整備 

   ●駐車場の集約 

（環状２号線周辺地区、品川駅北周辺地区、六本木交差点周辺地区、浜松町駅周辺地区） 

   ●カーシェアリング（ワンウェイ型、ＥＶ、超小型モビリティを含む）の普及促進 

   ●運転免許証の自主返納の推進 
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（５）歩行者施策 

施策⑪ 快適に楽しく歩ける歩行環境の整備 

地域・開発事業者と連携して駅と周辺市街地をつなぐ「駅まち空間」における歩い

て楽しい空間の創出や歩道のバリアフリー化、無電柱化を推進します。 

事業 ●歩行者環境整備（ウォーカブルなまちづくり） 

   ●歩道設置・改良   ●歩道のバリアフリー化   ●無電柱化の推進 

（６）交通結節点施策 

施策⑫ 交通結節点での乗換情報提供の充実 

交通結節点における案内表示や情報提供の充実を図ります。 

事業 ●乗換案内表示の改善 ●ＩＴを活用した交通結節点の情報提供の拡充 

施策⑬ 交通結節点のバリアフリー化 

異なる交通機関間のバリアフリー化を推進し、情報発信を充実します。 

事業 ●港区バリアフリー基本構想の公共交通特定事業の推進 

   ●バリアフリー化に関する情報の発信 

施策⑭ 駅前広場・自由通路の整備 

駅前広場の交通広場としての機能の充実、自由通路における乗換案内を提供します。 

事業 ●駅前広場整備（品川駅、高輪ゲートウェイ駅、田町駅、泉岳寺駅、虎ノ門ヒルズ駅） 

   ●自由通路整備（品川駅、高輪ゲートウェイ駅、田町駅、浜松町駅） 

（７）新技術・環境施策 

施策⑮ ＭａａＳを活用した新しい多様なサービスの提供 

ＭａａＳ事業者、交通事業者、区等が連携してＭａａＳを推進していきます。 

事業 ●データの収集・共有・蓄積・交通サービスへの活用 

   ●区の事業とＭａａＳの連携 

施策⑯ 新技術・新モビリティの導入促進 

新技術・新モビリティの地域公共交通としての導入可能性・効果を検証します。 

事業 ●自動運転等の新技術の活用 ●交通不便地域における移動手段の導入促進 

施策⑰ 脱炭素に向けた環境に配慮した車両の導入促進 

地域交通において環境に配慮した車両の導入について、積極的に取り組みます。 

事業 ●ＥＶバスの導入促進（再掲） 

    ●ＦＣバス（燃料電池バス）の導入検討（再掲） 
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計画の推進体制・取組 

（１）数値指標と目標値 
「港区総合交通計画」の３つの方針については、一体的な取組により地域交通ネッ

トワークを実現する必要があることから、方針に沿った主な施策の数値指標と目標値

を定め、交通事業者、道路管理者、警視庁、区民代表者、学識経験者等からなる「港

区地域公共交通会議」において、毎年度その達成状況を検証します。 

 

方針 数値指標 
目標値 

（令和１４年度）

（１）移動者が“多様な

選択”をするため

の交通環境づく

り 

(1)-① 港区コミュニティバス 

（ちぃばす）の利用者数 
４８０万人／年 

(1)-② 台場シャトルバス（お台場 

レインボーバス）の収支率 
１００％以上 

（２）交通結節点（乗

換）の利便性・快

適性の向上 

(2)-① 自転車シェアリングの 

サイクルポートがある駅 
３５駅（全駅） 

(2)-② ホームドア整備済み路線の 

割合 
１００％ 

（３）新技術の進展や

コロナ禍を契機

とした環境に配

慮した新たな取

組の推進 

(3)-① 新技術の導入検討件数 
１件以上 

(3)-② 港区コミュニティバス 

（ちぃばす）ＥＶバス運行 

による二酸化炭素排出削減量

３２．２ 

ｔ-ＣＯ２／年 

 

（２）計画推進に向けた取組 
「港区総合交通計画」の着実な推進や港区の現在及び将来的な交通に関わる諸問題

に対応するため、各施策の推進や仮想空間を通じて得られるデータを元に、Ｐ（Ｐｌ

ａｎ：計画）、Ｄ（Ｄｏ：実施）、Ｃ（Ｃｈｅｃｋ：評価）、Ａ（Ａｃｔｉｏｎ：改善）

サイクルを実施して、目標達成に向け絶えず取組の評価・改善を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

Plan 

（計画） 

Do 

（実施） 

Check 

（評価） 

Action 

（改善） 
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